
課題改善カリキュラム（数学科の単元（一次関数の概念・指導の留意点）系統図）・…主な学習内容 ◎…教師が気をつけていきたいこと 中 1 旭丘中学校グループ
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［かけ算（１）（２）］
・乗法の性質（乗数が１増える時の積の増え方、交換法則など）を理解する
・九九の習得。

◎具体的な場面、絵、アレイ図、半具体物の活用、式に表すなどの活動を通して、乗法
の性質やきまりを自らつかませる。倍の考えをおさえる。

◎九九表を上下左右に見て、規則性をつかませ、九九を自ら構成させる。

［かけ算］
・乗法九九の乗数と積の変化の規則性（乗数が１増減すると、積が被乗数だけ
増減する）を知る。

◎アレイ図で表す、九九表を上下左右に見る、九九表を作成するなど、式や言葉と
関連づけた理解や説明などができるようにする。

［変わり方調べ］
・ともなって変化する２量を、対応する値の組で表に表す。

◎具体的な場面から、伴って変わる２量に着目させる。表をかかせる。（イメージ重視）
◎表から、変化（表を横に見る）や対応（表を縦に見る）の規則性に気づかせ、問題を
解決する「関数の考え」の素地を養う。
◎「関数の考え」を用いれば見当が付けられるといったよさ、有用性を実感させ、進ん
で生活や学習に生かせるようにする。

［百分率とグラフ］
（百分率・歩合）

・基準量を１と見たとき、
比較量がどれだけに当た
るか、割合の見方でとら
え、百分率や歩合で表す。

◎数直線を活用し、基準量
・比較量・割合を明確に
捉えさせる。
◎百分率のよさや、生活場面
での活用に気づかせる。

［比と比の値］
・２つの数量の割合を表す比を理解し、
生活や学習で活用する能力を伸ばす。

◎２量の割合を１つの数で表したものが比
の値であることを理解させる。
◎同じ数をかけても割っても、比は等しい
ことや、前項に伴って後項も変化するこ
となど、比例の考えと関連させる。
◎生活場面を想起させたり、図・線分図・
表を積極的に活用したりして意味理解を
図る。
◎分数の意味・約分・通分を復習させておく。

意 味 の と ら え ・ 表
グ ラ フ 立 式

［２０より大きいかず］
・１０のまとまりと端数に
よる数の構成を理解する

◎１０進位取り記数法を
理解する。

［直方体や立方体の体積］
［四角形と三角形の面積］
［多角形と円周の長さ］
・高さと体積や面積、円周と直
径の長さが比例関係にあるこ
とを理解する。

◎簡単な場合の比例の意味を知り、
表を用いて数量関係を考察させる。

◎定義や用語を活用できるように
させる。

◎比例していないものも取り上げ、
その違いから理解を深めさせる。

［比例と反比例]
・伴って変わる２つの数量の関係を
考察し、比例や反比例について理
解し、関数の考えを伸ばす。

◎伴って変わる事例をたくさん挙げて表
に表し、変化の仕方を分類整理させ、
比例のよさを味わわせる。

◎反比例は、比例と対比させながら学ばせ
る。具体的な事実と関連づけて、有用性
を味わわせる。

◎表を縦・横に見て、関係をつかませる。

［折れ線グラフ］
・２つの数量の関係を折れ線グラフに表し、変化の
特徴を読み取る

◎棒グラフとの違いを明確にし、変化を表現・読み取れる
よさに気づかせる。また、伴って変わる２量をつかませる。

◎身近な事例を取り上げ、グラフの傾きと変化を実感・理
解させる。表現よりも様々な読み取りを重視する。

［比例と反比例]
・比例の関係をグラフに表したり，グラフから読
み取ったりする。

◎折れ線グラフを想起させ、比例のグラフは連続量を横
軸に表し、与えられた数値の組の間にも、同じ連続性
があることをつかませる。（折れ線は近似値）

◎伴って変わる２量は何かつかませたり、生活事象と対
応させてグラフを読み取ったりできるようにさせる。

◎比例は０を通る直線であることと、傾きの意味をおさ
える。反比例は本来双曲線だが、小学校では点を取る
だけか、その点を折れ線状に結ぶにとどめる。

［たし算 ひき算］
・「＋」「－」を用いて式をかく。

◎問題場面・意味をイメージさせ、ブロック、図で表してから立式させる。
◎仲間・単位・基準量を意識させ、問題を作る、式から問題を読み解く活
動をさせる。

［たし算 ひき算 かけ算］
・数量の関係を表す式をかく。

◎文章題の数値が立式順でなくても、被乗数(かけられる数)×乗数(かける数)
を捉えられるように、「一つ分」のとらえを十分にさせる。
◎問題文からイメージをつかめるように、具体的な場面、半具体物、絵、
アレイ図、テープ図の活用など、十分な活動をさせる。

［わり算 かけ算 □を使った式］
・数量の関係を表す式をかき、言葉の式を理解する
◎１つ１つ順序よく線分図、関係図に表し、関係を読み取らせる。
◎「わり算」と「かけ算」、「除数」と「あまり」の深い関係を自らつかま
せる。

◎「□の式」では、複数の数値を当てはめたり、話と関わらせたりして、
□が未知数の置き換えということをつかませる。

［変わり方調べ］
・２つの数量の関係を、□や○を使って式に表す

◎２つの変数を□・○で表し、２つを組にして、数の変化や規則性を考察
する活動を重視する。
◎一方の数値がわかると、計算で他方が求められるよさを味わわせる。

［直方体や立方体の体積］
［四角形と三角形の面積］
［多角形と円周の長さ］
・２つの数量の関係を□
や○を使い式に表す。

◎２つの数量の対応や変化
のきまりに着目できるよ
うに、表で数量関係をつ
かませ、立式させる。
◎一方が決まれば他方が決
まる、関数的な捉えがで
きるようにする。

［比例と反比例]
・２つの数量の関係をx
とyを使って式に表す

◎表を縦横に見ることで、
一定の「決まった数」を自
分で見いだせることに気
づかせ、立式させる。
◎「決まった数」は、中学
では「比例定数」と学ぶ
ため（０は「原点」）、可
能であれば言葉に触れさ
せる。

［文字と式]
・数量関係を文字式で表したり，式から
数量関係を読み取ったりし、式の活用
能力を伸ばす。

◎具体的な場面をイメージできるように、表
や関係図を活用させる。

◎□や○の代わりが文字であること、他の単
元で積極的に文字を使うことで、文字に対
する抵抗感をなくす。

◎一方が決まれば他方も決まる関数的な捉え
ができるようにし、簡潔に式にできるよさ
を感じ取らせる。

［比例・反比例］
・ある量とそれに伴って変化する他の量があり、それぞれ変数ｘ、ｙで表す。
・ｘの値をきめると、それに伴ってｙの値もただ一つに決まるとき、「ｙはｘの関数」
であるという。

・ｙ/ｘが一定の値になる（比例）、ｘｙが一定の値になる（反比例）

［１次関数］
・ｙがｘの関数で、ｙがｘの一次式で表されるとき、「ｙはｘの一次関数である」という。

［比例・反比例］
・比例のグラフは原点を通る。傾きはａ。
・反比例は双曲線で表す。
◎ ずれのない直線（比例）、なだらかな曲線（反比例）
をかけるようにする。

［一次関数］
・原点を通らず、切片がｂ。
・ａｘ＋ｂｙ＋ｃ＝０をｙ＝ａｘ＋ｂにし、グラフにする
◎傾き・切片（ｘ・ｙ）からグラフをかけるようにする

［比例・反比例］
・ｙがｘに比例するとき「ｙ＝ａｘ」、ｙがｘに反比
例するとき「ｙ＝ａ／ｘ」と式に表す。

・変域や比例定数は負の数に広げる。
◎比例定数ａを計算で求められるようにする。

［文字を用いた式］
・数字を前に表記。
・アルファベット順。
・乗法は省略、除法は
分数で表す。

［１次関数］
・ 一次関数を「ｙ＝ａｘ＋ｂ」の式で表す。
・比例（定数ｂが０）など、様々なパターンから求められるようにする。
・連立方程式の解とグラフの交点が同じになることを知る。

［百分率とグラフ］（円グラフ・帯グラフ）
・資料の全体と部分などの関係を表す割合を、円
グラフや帯グラフに表す。

◎棒グラフ・折れ線グラフを適宜想起させ、円グラフ
と帯グラフは、全体に占める部分の割合や、部分と
部分の割合を比較するのに適していることを理解さ
せる。

◎広告や新聞などの資料を読み取り中心に活用したり、
理科・社会・家庭科と関連づけたり、生活に結びつ
けながら統計的な見方、考え方ができるようにする。

［小数のかけ算］
［小数のわり算］

・基準量、比較
量、倍を小数
の時も求める
ことができる

◎数直線（図・絵
・線分図）を基
に、関係性をつ
かませる。

［小数のかけ算］
［小数のわり算］
・基準量、比較量、
倍が、小数でも求
められる。

◎言葉の式の暗記に頼
らず、数直線を基に
して関係性をつかま
せる。

◎立式しにくいわり算
は、未知数を□で表
して求めさせる。

［百分率とグラフ］
・基準量、比較量、
割合を求める。

◎数直線で２量の関
係を把握させ、演
算を決定させる。

◎言葉の式の暗記に
陥らないよう、３
つの式を相互に関
連づける。

［いくつといくつ］
・５から１０までの構成
を理解する

◎組み合わせがスムーズに
浮かぶようにさせる。

◎組み合わせを比べ、きま
りに気づかせる。

［ビルをつくろう］
・乗・除法に基づく構成
を理解する

（決まった数の色板でたて・
横の数を変えたビル作り）

◎操作を通して、１段分・何
段を意識させる。


